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1.はじめに 

 GPS などと連携して第三者の位置を把握できる

位置情報サービスの検討が様々な方面で行われ

ている。我々は、迷子になった子供や老人の位

置を容易に知ることを目的とした簡易な位置情

報表示システムを検討している。既存のシステ

ムとしては、携帯電話・PHS でのサービスがすで

に存在するが、電話網を使用するため使用料金

の負担がある。InternetCAR プロジェクトにおけ

る GLI システムでは、インターネットを使用す

るので使用料金はかからないが、専用の位置情 

報管理サーバを必要とする。 

本研究では、インターネット網を利用し、タ

ーゲットの IP アドレスを動的に管理するダイナ

ミック DNS（DDNS）を用いた位置情報表示システ

ムを提案する。 

 

2.既存システム 

2-1.電話網を利用したシステム  

 最も普及しているのが電話網を使ったサービ

スである。検索者が移動体の位置を知りたくな

ったときにサービス会社へ問い合わせる。サー

ビス会社は移動体に位置情報を要求し受け取る。

そしてその情報を検索者に返す。検索者-サービ

ス会社間はインターネット網または電話網を利 

 

 
図 1 電話網を使ったサービス 

fig.1 Service using the telephone network 
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用し、サービス会社-移動体間は電話網を利用す

る。[3][4] 

この方式では、移動体の位置情報取得に電話

網を利用するので料金が多くかかり、リアルタ

イムでの監視には向かない。 

 

2-2.GLI システム 

 GLI システムは、インターネット網を用いた位

置情報取得技術で InternetCAR プロジェクトで

開発が進められている。移動体は常に GLI サー

バ郡に地理位置を登録し、検索者は移動体の地

理位置を GLI サーバ郡に要求する。本システム

では大規模ネットワークを想定しているため、

サーバは複数に分散している。その他の機能と

して逆引き（地理位置から移動体の特定）があ

る。[1][2] 

この方式では、特別なサーバが多くいること

と、GLI サーバ郡と移動体、検索者間や GLI サー

バ郡同士での通信で地理位置情報の多くのやり

とりなどにより第三者にプライバシが漏れやす

いという課題がある。 

 

 
図 2 GLI システム 

fig.2 GLI system 

 

3.提案システム 

3-1.ダイナミック DNS（DDNS） 

 DDNS は移動体が移動し、IP アドレスの変更が

あったときにその変更をダイナミックに管理す

る機能を持った DNS であり、すでに実用になっ

ている。IPv6 に移行するに伴い、IP アドレスの

自動的な割り当てが必然的となり、今後 DDNS は



普及していくと思われる。DDNS はこれまで DHCP

によって割り当てられる IP アドレスが変化する

サーバに適用されることが多かったが、本提案

のように移動するクライアントに適用すること

も可能である。[5] 

 

3-2．提案システム構成 

提案システムの構成を図 3 に示す。 

ユーザ端末はターゲットの位置を知りたいユ

ーザが保持する端末である。ターゲットは、子

供などが保持する端末で、将来的にはより小型

になり常時保持が可能になることを想定してい

る。ターゲットは常に GPS から情報を取得して

いる。 

 

実際の動作は以下のようになる。図中の番号

と説明の番号は同様の動作を説明している。 

① ターゲットが移動して IP アドレスが変化す

ると新しい IP アドレスを DDNS サーバに通知

する。 

② ユーザ端末が DDNS サーバへターゲットのホ

スト名より、ターゲットの IP アドレスを要求

する。 

③ DDNS サーバがユーザ端末へターゲットの IP

アドレスを渡す。 

④ ユーザ端末は獲得した IP アドレスによって、

ターゲットに対して位置情報を要求する。 

⑤ ターゲットはユーザ端末へ位置情報を返す。 

⑥ ユーザ端末はターゲットの位置を画面に表

示する。 

 

このように、インターネットを介して余分な

装置を必要とすることなく、ターゲットの位置

情報表示システムを実現することが可能である。 

 

 

図 3 提案システム 

fig.3 Proposal system 

 

4.実装 

以下の機能を実現するソフトウェアをいずれ

も Windows のアプリケーションとして開発する。 

① ターゲット 

・ GPS からの情報を常時保存する。 

・ ユーザ端末から位置情報要求時にその情報

を返す。 

② ユーザ端末 

・ ターゲットに位置情報を要求する。 

・ ターゲットから受け取った GPS の情報を加

工し、市販の地図ソフトに連携させる。 

 

5.既存システムとの比較 

 本システムでは必要時にのみターゲットの位

置情報を取得するため、ターゲットの電力消費

の面で有利である。また、インターネット網を

使うので料金が安く済み、リアルタイムでの監

視が可能である。特別なサーバがいらないため

導入が容易である。 

 

 電話網 

サービス 

GLI 

システム 

提案 

システム

料金 × ○ ○ 

設置コスト ○ × ○ 

電力消費 ○ × ○ 

表 4 既存システムとの比較 

fig.4 Comparison with the existing system 

 

6.まとめと今後の課題 

 本研究では、DDNS を利用したターゲットの位

置情報表示システムを提案した。今後は本シス

テムを実装して、その有効性を確認する。 

また、位置情報を扱う上でプライバシの確保

は大きな課題である。ターゲットの位置情報を

取得できるのは特定のユーザのみとすべきであ

り、認証技術との組合せを検討していく必要が

ある。 
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